
一 般 質 問 通 告 書 

 

                           令和５年１１月１７日 

 

 弥 富 市 議 会 議 長 殿 

 

                    弥富市議会議員      板倉 克典 

 

 下記のとおり質問したいので通告します。 

 

記 

 

書画カメラ 
使用する ☐使用しない（どちらかにレ点を付ける） 

※通告書提出後は、議長に許可を得ること（口頭可）。 

 

件  名 １ 安全な交通環境を 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

（１）県道の歩道など現状について 

① 子宝愛西線の十四山子宝橋の北の歩道設置に向けた現状は。 

② 県道子宝愛西線、又八地区の歩道設置に向けた進捗は。 

③ 名古屋弥富線と子宝愛西線 JR 又八踏切の前の接続部分は来年の

春には開通でよいか。 

（２）安全な通学路に関して 

① JR 又八踏切より東に住む生徒対象の、東中地を通る通学路に変更

する考えは。 

② 名古屋弥富線と子宝愛西線につながる部分が開通後に通学路変更

する考えはあるか。 

 

（別紙詳細として質問原稿を添付） 

 

答 弁 者 担当部課長 



 

件  名 ２ 尾張大橋の越水対策は 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

（１）越水対策の現状について 

① ５月３０日の、木曽川尾張大橋付近の大型土のう設置訓練におい

て、約３時間で５１個の土のう設置をしたが、このかかった時間

に関して市はどう捉えているか。 

② この訓練結果で、木曽川下流河川事務所は良しとしているか。 

③ この訓練結果を踏まえ国土交通省下流河川事務所は計画をどう進

める予定か。 

④ 今後、実際に土のうと重機を使った設置訓練の予定は。 

⑤ 尾張大橋の下の水位が最高に上がる何時間前までに、土のうの設

置を完了する予定か。 

 

（２）変化する越水対策について 

① アクリル板の堤防は継続か。 

② 設置されたアクリル板は、水ではなく流木や漂流物など固いもの

からの圧力に耐えられる計算上のものか。 

③ アクリル板と土のう、という今の対策とは別に、越波を防ぐ別の

方法は検討されているか。 

④ 伊勢大橋の完成後の尾張大橋架け替え計画は聞いているか。 

⑤ 最後に、11 月 19 日（日）に飛島村総合社会教育センターで開催

された「木曽三川下流部広域避難実現プロジェクト」で、木曽川

尾張大橋付近に関して話はでたか。総括的に答弁を。 

 

（別紙詳細として質問原稿を添付） 

答 弁 者 担当部課長、市長 

 


